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水　6

木　7

火12

水13
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  3/

月 18

日10

土　2

土　9

日　3

月　4
火　5

　法 相談予約受付開始3月13日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 十文字町幸福会館
各中学校卒業式　3月2日、9日　
市民医学講座　14：00～16：00、かまくら館
第10回環境講演会　14：00～16：00、増田ふれあいプラザ
　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、 
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　心 横手地域局

　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00

横手北中学校一般公開
　　～11日、10：00～15：00、詳しくは10ページ 
第15回『市民俳句大会』表彰式　10：00～、詳しくは12ページ
親子で楽しむオマチマンコンサート
　　10：30～11：30、横手市児童センター（Ｙ2ぷらざ２階）
林そよか＆林はるか『ピアノとチェロの二重奏コンサート』
　　13：00～、増田ふれあいプラザ
　急 市立横手病院（下田医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
宝くじ文化公演・前進座『夢千代日記』
　　14：00～、横手市民会館
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 増田地区多目的研修センター

防災ラジオ試験放送　11：45頃～（横手かまくらＦＭ）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668　
　心 大森コミュニティセンター
各小学校卒業式　～19日　
　心 十文字町幸福会館

木戸五郎兵衛神社初午祭り　
第１回『じゅうもんじ音楽祭』　
金沢中学校閉校式典　13：30～、同校体育館
よこいち。『発酵＆地酒フェス』　10：00～16：00、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（福嶋医師、妹尾医師※１）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　急 市立横手病院（齊藤医師）　32-5001

土16

金　8

金  1

木14

月11

水 20
春分の日
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3.1　3.203.1　3.20３月13日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ３月13日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ！！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※…今月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行 税

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３月３日（日）「シンデレラⅢ 戻された時計の針」     【74分】
３月10日（日）「ヒックとドラゴン」　　　　　　　　　【98分】
３月17日（日）劇場版ポケットモンスター ベスト ウィッシュ
　　　　　　「ビクティニと白き英雄レシラム」　　　【98分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

小・中学校卒業式日程
【中学校】
３月２日（土） 13：30～／横手清陵学院
３月９日（土）
　　10：00～／横手南、平鹿、十文字
　　13：30～／鳳、横手西、金沢、増田、
　　　　　　 横手明峰、山内
【小学校】
３月15日（金）
　　10：00～／栄、境町、黒川、浅舞、福地
　　13：30～／横手南、金沢、吉田、雄物川北、
　　　　　   大森、十文字第一、
　　　　　　 十文字第二、植田　
３月16日（土） 13：30～／増田
             14：00～／朝倉　　　　　   
３月18日（月） 13：30～／睦合
３月19日（火）
　　10：00～／醍醐、南（雄物川）、阿気、山内
    13：30～／旭、田根森
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　十文字出身のピアニスト・
泉谷地春さんや、ソプラノ
歌手の森朱美さんをゲスト
に迎え、第１回『じゅうもん
じ音楽祭』が行われます。
　十文字中学校吹奏楽部や
地元で活躍している方々も
出演し、素敵な演奏を皆さ
んにお届けします。
◆時  間／14：00開演
◆場  所／十文字文化センター
◆入場料／無料　※ただし整理券が必要です。
　十文字地域局、十文字文化センター、十文字
　西地区館、Ｙ2ぷらざで配布しています。
◆問合せ／十文字地域局地域振興課 　42-5111
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第１回じゅうもんじ音楽祭
音楽の贈りもの

■３月17日（日）

　沼館地区にある木戸五郎
兵衛神社の例祭は、旧暦２
月の初午の日に行われるこ
とから『初午祭り』と呼ば
れています。
　威勢よくもみ合いながら、
次々と神社に恵比寿俵を奉
納し、商売繁盛や五穀豊穣
を祈願します。
◆日　程／７：00頃～ 町内練り歩き
　　　　　11：00頃～ 神社奉納（餅まきなど）
◆場　所／木戸五郎兵衛神社
◆問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793
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木戸五郎兵衛神社初午祭り
■３月17日（日）

はつ　うま

　２月14日のプレイベントに始まり、15・16
日と、横手の小正月行事『かまくら』が行わ
れました。
　かまくらの中では、子どもたちが道行く人
に「入ってたんせ～！」と元気な声で呼びか
け、ふっくらと焼いたお餅や温かい甘酒を振
る舞ってお客様をおもてなししました。

かまくらに入ってたんせ～

市報市報
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第７回いぶりんピック開催 

自慢の『いぶりがっこ』で味を競う

横手が持つ宝の生かし方・伸ばし方 

１年間取り組んだ研究内容を発表

　『
横
手
の
た
め
に 

自
分
の
チ
カ
ラ

研
究
所
』
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に

必
要
と
さ
れ
る
『
将
来
を
描
く
能
力
』

や
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
』
な

ど
を
高
め
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎

を
磨
き
、
組
織
を
け
ん
引
で
き
る
人

材
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る

人
材
を
育
成
す
る
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
所
の
第
１
期
メ
ン
バ
ー

が
、
こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
成
果

を
横
手
の
新
た
な
商
品
開
発
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
２
月
８
日
、
Ｙ
ぷ
ら
ざ

で
研
究
内
容
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
表
さ
れ
た
の
は
『
新
た
な
横
手

や
き
そ
ば
を
め
ざ
し
て
』
と
題
し
、

未
成
熟
の
赤
ち
ゃ
ん
ス
イ
カ
の
エ
キ

ス
を
使
っ
た
横
手
や
き
そ
ば
用
麺
の

開
発
と
、『
ス
パ
イ
シ
ー
な
ま
ち
横
手

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
題
し
、
世
界
一

辛
い
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
言
わ
れ
る
ジ
ョ

ロ
キ
ア
を
使
っ
た
商
品
開
発
な
ど
、

３
つ
の
研
究
内
容
で
す
。

　
発
表
会
で
は
、
同
研
究
所
ト
ッ
プ

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
若
杉
清
一
氏
、
東

北
学
院
大
学
教
養
学
部
の
柳
井
雅
也

教
授
、
鈴
木
副
市
長
ら
が
審
査
員
を

務
め
、
開
発
品
を
使
っ
た
料
理
を
試

食
す
る
な
ど
し
て
、
発
想
力
・
完
成

度
・
商
品
化
へ
の
可
能
性
な
ど
を
審

査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
横
手
や
き
そ
ば
用
の

新
た
な
麺
の
開
発
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。
こ
の
た
び
の
開
発
品
が
、

い
つ
の
日
か
店
頭
に
お
目
見
え
す
る

日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
右
）食
味
・
外
観
・
歯
ご
た
え
を

採
点
す
る
審
査
員

（
下
）今
回
の
入
賞
者
。
左
か
ら
銀

賞
の
高
橋
廣
子
さ
ん
、
金
賞
の
松

井
チ
ヱ
さ
ん
、
銅
賞
の
平
元
エ
ミ

子
さ
ん
の
ご
主
人

大雪に除雪支援の〝輪〟広がる 

遠くは関東の企業も
　
３
年
続
き
の
豪
雪
と
な
っ
た
今
冬

で
す
が
、
今
年
も
多
く
の
除
雪
支
援

が
あ
り
ま
し
た
。

　
丸
伊
運
輸
株
式
会
社
（
東
京
都
府

中
市
）
の
社
員
８
人
の
皆
さ
ん
は
、

２
月
１
日
か
ら
一
週
間
の
日
程
で
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
な
ど
の
除
雪

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
訪
れ
た
山
内
地
域
の
住
宅

は
、
玄
関
先
ま
で
す
っ
か
り
雪
に
埋

も
れ
て
い
る
状
態
。
早
速
、
軒
下
か

ら
順
に
雪
を
運
び
出
し
、
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
２
時
間
程
度
で
作
業
を

終
え
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
同
社
直

配
部
・
矢
部
高
行
課
長
は
「
あ
り
が

と
う
と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
自
分

た
ち
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
市
内
外
の
多
く
の

企
業
・
団
体
・
個
人
が
各
地
域
で
除

雪
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
助
け
合
い

の
輪
が
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
た
冬

と
な
り
ま
し
た
。

８人のうち４人は初めての雪かき。雪
の多さに驚きながらの作業

　
２
月
６
日
、
『
い
ぶ
り
が
っ
こ
』

の
出
来
栄
え
を
競
う
『
い
ぶ
り
ん
ピ

ッ
ク
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
あ
い
の
の
温
泉
・
鶴
ケ
池

荘
に
は
、
販
売
用
い
ぶ
り
が
っ
こ
を

生
産
し
て
い
る
農
家
が
出
品
し
た
28

本
の
い
ぶ
り
が
っ
こ
が
勢
ぞ
ろ
い
。

添
加
物
は
、
天
然
由
来
の
も
の
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て

お
り
、
審
査
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
だ

い
ぶ
り
が
っ
こ
は
、
見
た
目
も
味
も

そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
な
表
情
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
、
山
内
地
域
の
温
泉
や

観
光
施
設
関
係
者
、
五
十
嵐
市
長
な

ど
７
人
の
ほ
か
、
今
年
は
公
募
で
選

ば
れ
た
一
般
の
審
査
員
２
人
が
加
わ

り
、
『
食
味
』
『
外
観
』
『
歯
ご
た

え
』
の
３
点
を
審
査
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
金
賞
に
は
松
井
チ
ヱ
さ
ん

が
、
銀
賞
に
は
高
橋
廣
子
さ
ん
が
、

銅
賞
に
は
平
元
エ
ミ
子
さ
ん
が
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
金
賞
を
受
賞
し
た
松
井
さ
ん
は
「
第

１
回
か
ら
毎
年
出
場
し
て
い
る
が
、

賞
を
も
ら
っ
た
の
は
は
じ
め
て
。
そ

れ
も
金
賞
と
あ
っ
て
と
て
も
驚
い
て

い
る
。
大
根
の
大
き
さ
で
味
の
染
み

方
が
違
う
た
め
、
大
き
さ

に
あ
わ
せ
た
分
量
で
作
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
小
屋
で
大
根

を
い
ぶ
す
作
業
は
ご
主
人

と
一
緒
に
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
夫
婦
二
人
三

脚
で
獲
得
し
た
受
賞
に
喜

び
も
ひ
と
し
お
の
様
子
で

し
た
。

2

審査員に対し、研究の成果を発表
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今月の表紙

　２月14日のかまくらプレイベン
トでは、男鹿市のなまはげが「悪
い子はいねが～」と荒々しい声を
発しながら会場内を練り歩きまし
た。偶然なまはげと出会ってしま
った子どもたちの中には、思わず
泣き出してしまう子もいれば、に
こやかに記念写真を撮る子もいま
した。

目次_CONTENTS

02　市政の窓
　　　第７回いぶりんピック、『横手
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第23回横手市増田地域農業活性化講演会 

今こそ農力アップ！
　
２
月
８
日
、
増
田
地
域
農
業
活
性

化
講
演
会
が
増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
増
田
高
校
・
農
業
科
学

科
の
生
徒
２
組
が
、
地
元
企
業
と
連

携
し
て
麹
と
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た
ジ
ャ

ム
作
り
の
実
践
報
告
や
、
父
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
大
事
に
、
就
農
に
よ
る

地
域
活
性
化
へ
の
思
い
を
発
表
。
続

い
て
、
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
青
年
部

平
鹿
支
部
の
柿
崎
大
二
朗
部
長
が
、

平
鹿
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
事
業
と

し
て
行
っ
た
『
ま
る
ご
と
平
鹿
地
産

地
消
給
食
』
の
取
り
組
み
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
道
の
駅
十
文
字
を
運
営

す
る
㈱
十
文
字
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
の
小
川
健
吉
社
長
が
「
直
売

所
会
員
と
会
社
ス
タ
ッ
フ
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
て
農
産
物
を
販
売

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
横
手
の
農

産
物
を
県
内
外
に
届
け
、
地
域
を
元

気
に
し
た
い
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

『麹を僕らの世代に～発酵文化の継承
を目指して』と題して発表する増高生

こ
う
じ

小
学
校
中
学
年
課
題
読
書
部
門

最
優
秀
賞
　

小
学
校
高
学
年
自
由
読
書
部
門 

最
優
秀
賞
　

中
学
校
課
題
読
書
部
門

最
優
秀
賞

　
第
58
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
の
県
入
賞
作
品
が
、
昨

年
12
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

か
ら
は
小
中
学
生
３
名
が
最
優
秀
賞

に
輝
き
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

【
第
58
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
】

【
第
49
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
・
第
50
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
】

　
１
月
25
日
〜
27
日
、
花
輪
ス
キ
ー
場
（
鹿
角
市
）
で
開
催
さ
れ
た
第
49
回

東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
、
市
内
の
中
学
生
が
上
位
入
賞
の
活
躍
を
み
せ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
は
第
50
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て

お
り
、
２
月
２
日
〜
６
日
、
立
山
山
麓
ス
キ
ー
場
（
富
山
県
富
山
市
）
な
ど

で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
、
横
手
明
峰
中
の
髙
橋
萌
恵
さ
ん
が
、
女
子
回
転
で

７
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

市内の小中学生が文武両道の大活躍！
女
子
回
転
優
勝

女
子
大
回
転
第
３
位

女
子
大
回
転
優
勝

伊 藤　紬
（朝倉小４年）

髙橋　萌恵
（横手明峰中３年）

林崎　華帆
（横手南中３年）

荒木　春香
（平鹿中３年）

川崎　渓華
（吉田小６年）
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大
勢
の
お
客
様
を
魅
了
し
た

横
手
の

　雪
ま
つ
り

羽黒町武家屋敷通り会場

かまくら撮影会が行われた
雄物川民家苑木戸五郎兵衛村

横手南小学校の児童が校庭
に製作したミニかまくら

二
葉
町
か
ま
く
ら
通
り
会
場木戸五郎兵衛村へと向かう小道は

ミニかまくらの明かりに照らされて

馬口労町青年会が製作
した巨大雪像『大黒様』
の前で記念撮影

入口がハート型の『ラブ　かま』で大切な人との愛が深まる かまくら

「よいしょ、よいしょ」と、きね
で餅をつく子どもたち
「よいしょ、よいしょ」と、きね
で餅をつく子どもたち

長方形の雪室に簾の屋根
をかけた『とりごや』
長方形の雪室に簾の屋根
をかけた『とりごや』

2/15～162/15～16
あったかい心のおもてなしあったかい心のおもてなし

プレ∩かま・ラブ　かま
　　　　         (横手)

2/14
『みのぼっち』を着てお客様を迎える鳳中学校の生徒たち

2/15～16
かまくらin木戸五郎兵衛村

2013（雄物川）
2/9 金沢地区雪まつり

『とりごや村』(横手)
　昔、豊作祈願するものの１つに害鳥を追い払う
『鳥追い』があり、旧暦の正月行事として行われて
いました。子どもたちは鳥追いをしながら家々を
まわり、その後、雪小屋などで甘酒を飲んだり、
餅を焼いたりして夜を明かしていたとされていま
す。この雪小屋が『とりごや』と言われるものです。

「温かい甘酒、飲んでたんせ～」
（二葉町かまくら通り会場）
「温かい甘酒、飲んでたんせ～」
（二葉町かまくら通り会場）

「かまくらはあったかいよ～」
（横手公園会場）

とりごやの中では、
金沢中の

生徒たちがお客様を
接待しましたとりごやの中では、
金沢中の

生徒たちがお客様を
接待しました

　２月は、横手市が全国に誇る伝統行事『かまくら』をはじめ、さまざま
な雪まつり行事が開催されました。
　雨雪の日もあれば、真冬日の日もありと、体の芯から冷えきってしまい
そうな寒空の日々。子どもたちは、そんな寒さを吹き飛ばすかのように、
元気よく「入ってたんせ」とお客様を迎え入れ、甘酒や餅を振る舞いなが
ら会話を楽しんでいました。

　２月は、横手市が全国に誇る伝統行事『かまくら』をはじめ、さまざま
な雪まつり行事が開催されました。
　雨雪の日もあれば、真冬日の日もありと、体の芯から冷えきってしまい
そうな寒空の日々。子どもたちは、そんな寒さを吹き飛ばすかのように、
元気よく「入ってたんせ」とお客様を迎え入れ、甘酒や餅を振る舞いなが
ら会話を楽しんでいました。
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梨
木
水
か
ぶ
り
（
十
文
字)

梨
木
水
か
ぶ
り
（
十
文
字)

2/182/18

２等２等

石町 信和会

東北電力
ぼんでん会

３等３等

横手鳳睦會

１等１等

栄友和会ＪＡ秋田ふるさと
横手中央青年部

十九會

2/162/16

第
56
回
ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル(

横
手)

第
56
回
ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル(

横
手)

３
等
以
上
に
入
賞
し
た
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

永建会永建会

特選特選

各
地
域

　
　の
行
事

2/172/17
三
所
神
社

　天
ま
つ
り

(

増
田)

三
所
神
社

　天
ま
つ
り

(

増
田)

2/172/17
旭
岡
山
神
社

　天
奉
納
祭

(

横
手)

旭
岡
山
神
社

　天
奉
納
祭

(

横
手)

ぼんでん
春を呼び込む熱気

気合いを入れて、いざ本殿へ！気合いを入れて、いざ本殿へ！

全員の力を結集し、急な
斜面を一気に駆け上がる
全員の力を結集し、急な
斜面を一気に駆け上がる

　
意
匠
を
こ
ら
し
た
『
頭
飾
り
』

と
色
鮮
や
か
な
『
さ
が
り
』
が
目

を
引
く
横
手
の
ぼ
ん
で
ん
。
今
年

は
、
本
ぼ
ん
で
ん
33
本
、
小
若
ぼ

ん
で
ん
14
本
、
え
び
す
俵
７
基
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　金沢のぼんでんは、消防の纏をかたどっ
たもので、別名『腰まきぼんでん』とも言
われています。今年は小若ぼんでん４本、
本ぼんでん10本が奉納されました。

　
梨
木
愛
宕
神
社
で
お
は
ら
い
を
し
た
27

人
の
男
衆
は
、
沿
道
の
家
々
が
用
意
し
た

お
け
の
水
を
勢
い
よ
く
か
ぶ
り
、
五
穀
豊

穣
、
悪
疫
退
散
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
梨
木
愛
宕
神
社
で
お
は
ら
い
を
し
た
27

人
の
男
衆
は
、
沿
道
の
家
々
が
用
意
し
た

お
け
の
水
を
勢
い
よ
く
か
ぶ
り
、
五
穀
豊

穣
、
悪
疫
退
散
を
祈
願
し
ま
し
た
。

「ジョヤサ、ジョヤサ」と
威勢のいい声が響き渡る
「ジョヤサ、ジョヤサ」と
威勢のいい声が響き渡る

小若ぼんでんが横手地域局前を元気に出発
小若ぼんでんが横手地域局前を元気に出発

2/16

第20回よこてぼんでん唄コ
ンクール・小若の部で優勝
した照井颯真くん（旭川町
内会）が会場でぼんでん唄
を披露

第20回よこてぼんでん唄コ
ンクール・小若の部で優勝
した照井颯真くん（旭川町
内会）が会場でぼんでん唄
を披露

野球クラブ
横手シャークス

横手南中16期
梵天奉納有志会朝倉碇

　
増
田
の
梵
天
ま
つ
り
は
、
朝
市
が
始

ま
っ
た
約
３
７
０
年
前
に
、
市
場
の
神

と
し
て
恵
比
寿
堂
を
建
て
、
小
正
月
20

日
に
五
十
集
衆
（
魚
屋
）
が
商
売
繁
盛

を
祈
願
し
て
麻
糸
梵
天
を
奉
納
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

金　八幡宮ぼんでん
　　　　　　(横手)
金　八幡宮ぼんでん
　　　　　　(横手)

福嶋梵天有志会の皆さんが
妙技を披露
福嶋梵天有志会の皆さんが
妙技を披露

金澤八幡宮鳥居前で繰り
広げられた激しいもみあい
金澤八幡宮鳥居前で繰り
広げられた激しいもみあい

一丸となって急斜面を駆け上がる石心会の皆さん

一丸となって急斜面を駆け上がる石心会の皆さん

2/172/17

十文字
 雪まつり2013

2/9～10 元祖さるはんない幻灯
（増田）狙半内地区の住民総出で行った手作りのイベント。

明かりの道は約10㌔にも及び、訪れた人を優しい光
で包み込みました。写真は、火石田沿道の幻灯。

冬の夜空を彩った打ち上げ花火冬の夜空を彩った打ち上げ花火

小栗山地区の皆さん
が

東日本大震災の被災
地

の復興を願って作っ
た

雪像

横手の雪まつり横手の雪まつり

まとい

い

さ

ば

ほら貝の音が高らか
に鳴り響く
ほら貝の音が高らか
に鳴り響く
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　市では、市内外に広く『横手市』をＰＲするため
ご当地ナンバープレートの作成を決定し、昨年10月
15日から11月16日までデザインを募集しました。
　全国から合わせて135作品の応募があり、選考の
結果、最優秀作品には香川県の垂水秀行さんの作品
が選ばれました。垂水さんのデザインは、原動機付
自転車用ナンバープレートに採用され、６月３日か
ら交付されます。

　　垂水さんのデザインへの想い
　横手の代名詞ともいえる『かまくら』をモチーフ
に、雪景の中にもぬくもりが感じられるように描き
ました。遠くから見ても雪景とかまくらが認識でき
近くで見ると無数のミニかまくらが並ぶ神秘的な光
景に、白鳥の姿が添えられているのがわかります。
暖かい季節に市を訪れた人にも、また冬に訪れてみ
たいと感じてもらえるよう想いを込めました。

　　 横手市ご当地ナンバープレートのデザイン決定                                                    
                                                         ＨＰページ番号／000013469       
　　 横手市ご当地ナンバープレートのデザイン決定                                                    
                                                         ＨＰページ番号／000013469       

～かまくらが原動機付自転車用ナンバープレートにお目見え～

←

　　横手市ご当地ナンバープレート

◆問合せ
　【ナンバープレートのデザイン等について】
　市産業経済部観光物産課（よこてイースト内）
　　32-2118
　【ナンバープレートの交付等について】
　市財務部市民税課（横手庁舎内）
　　32-2510　

←

市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

国文祭

　平
成
26
年
に
『
第
29
回
国
民
文

化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
』
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
横
手
市
で
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
『
合
唱
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
に
参
加
す
る
市
民

合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

  

『
大
い
な
る
秋
田
』
や
『
市
民

歌
』
を
大
合
唱
し
、
歌
う
こ
と
の

喜
び
で
、
国
民
文
化
祭
を
盛
り
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
４
年

　
生
以
上
の
方
（
平
成
25
年
４
月

　
２
日
現
在
）

◆
募
集
定
員
／
２
０
０
人

◆
練
習
期
間
／
６
月
か
ら
平
成
26

　
年
10
月

※
原
則
と
し
て
毎
月
第
１
日
曜
日

　
の
午
後（
詳
し
い
時
間
は
未
定
）

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館
ほ
か

◆
応
募
方
法
／
各
生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
や
公
民
館
に
あ
る
申
込
用

　
紙
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、
生

　
涯
学
習
課
ま
た
は
、
各
生
涯
学

　
習
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
に
提
出

　
す
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限
／
３
月
22
日（
金
）

【
問
合
せ
・
応
募
先
】

　
〒
０
１
３
‐
０
０
４
５

　
横
手
市
南
町
13-

１

　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
横

　
手
市
民
会
館
内
）

　
　
３
２
‐
３
１
３
６

　
　
３
２
‐
７
８
７
１

国
民
文
化
祭
・
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
市
民
合
唱
団
員
募
集
！

ＨＰページ番号／000013463

窓口受付

 

ＨＰページ番号／000013453

　
年
度
末
や
年
度
初
め
は
転
勤
・

就
職
・
進
学
な
ど
で
住
所
変
更
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
住
民
異
動
届
（
転
入
・

転
出
・
転
居
な
ど
）
の
受
付
や
関

連
す
る
届
出
が
で
き
る
よ
う
に
休

日
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
開
設
日
時

　
３
月
23
日(

土
）、
30
日(

土
）、

４
月
６
日（
土
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

◆
開
設
場
所

　
市
役
所
横
手
庁
舎
（
か
ま
く
ら

館
と
な
り
）
１
階
市
民
生
活
部
市

民
課
・
国
保
年
金
課
の
窓
口

※
横
手
庁
舎
以
外
は
開
設
し
ま
せ

　
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
取
り
扱
い
で
き
る
手
続
き

○
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住

　民
異
動
届
の
受
付

○
印
鑑
登
録
の
受
付

○
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
・

　抄
本
、
印
鑑
証
明
書
、
税
証
明

　書
の
交
付

○
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付（
交

　
付
は
横
手
庁
舎
の
窓
口
で
申
請

　
し
た
も
の
に
限
る
）

○
国
民
年
金
関
係
手
続
き
の
受
付

○
国
保
資
格
取
得
・
喪
失
手
続
き

　の
受
付

○
福
祉
医
療
費
・
後
期
高
齢
者
医

　療
に
関
す
る
受
付

※
休
業
し
て
い
る
関
係
機
関
へ
の

　
問
い
合
わ
せ
が
生
じ
た
際
は
、

　
当
日
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。
再
度
、
平
日
に

　
来
庁
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

　
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

※
出
生
・
婚
姻
・
死
亡
な
ど
の
戸

　
籍
届
は
日
直
で
の
取
り
扱
い
に

　
な
り
ま
す
。

◆
取
り
扱
い
で
き
な
い
手
続
き

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
電
子

証
明
書
発
行
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
・
交
付
、
障
が
い
・
児
童
手
当

等
福
祉
関
係
の
手
続
き
な
ど
は
、

関
係
機
関
が
休
業
し
て
い
る
た
め

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

◎
水
道
の
給
水
開
始
・
休
止
な
ど

の
手
続
き
は
、
平
日
に
加
え
毎
週

土
・
日
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
１
時
30
分
ま
で
横
手
市
水

道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
水
道
庁
舎

内
１
階
　
３
２
‐
２
７
５
８
）
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
市
市
民
生
活
部
市
民
課
（
横
手

　
庁
舎
内
）
　
３
５
‐
２
１
７
６

　
市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
８
６

休
日
臨
時
窓
口
を
開
設
し
、
転
入
・
転
出
手
続
き
に
対

応
し
ま
す 

　
　
〜
３
月
23
日
・
30
日
、４
月
６
日
の
土
曜
日
〜

税　金

　
市
で
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
を
毎
年
５
月
上
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
例
年
、
「
知
人

へ
譲
っ
た
の
に
、
ま
た
自
分
に
納

付
書
が
届
い
た
」、「
廃
棄
処
分
し

た
が
、
納
付
書
が
来
た
」
と
い
っ

た
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

市
民
税
課
や
自
家
用
自
動
車
協
会

に
名
義
変
更
や
廃
車
届
を
提
出
し

な
い
と
、
前
の
所
有
者
に
納
税
通

知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
名

義
変
更
届
や
廃
車
届
は
必
ず
３
月

末
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
農
作
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
乗
用
田
植
機
等
の

小
型
特
殊
自
動
車
も
軽
自
動
車
の

登
録
を
し
て
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
民
税
課
・
地
域
局
に
届
出
す
る

軽
自
動
車
等
】

＊
１
２
５
cc
以
下
の
原
動
機
付
自

　
転
車

＊
ミ
ニ
カ
ー
（
三
輪
以
上
50
cc
以

　
下
）

＊
小
型
特
殊
自
動
車
・
農
耕
作
業

　
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
　

【
問
合
せ
】

　
市
財
務
部
市
民
税
課

　
　
３
２
‐
２
５
１
０

　
ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　
税
務
担
当

【
自
家
用
自
動
車
協
会
に
届
出
す
る

軽
自
動
車
等
】

＊
１
２
５
cc
を
超
え
る
二
輪
車

＊
軽
自
動
車
（
四
輪
・
三
輪
）

＊
雪
上
車

【
問
合
せ
】

　
横
手
地
区
自
家
用
自
動
車
協
会

　（
県
南
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
３
２
‐
１
３
７
１

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
が
基
準
日
で
す
　
廃
車
・
名
義
変
更
等
の
届
出
は
３
月
中
に
！

ＨＰページ番号／000001269

市立大森病院職員を募集します市立大森病院職員を募集します

■職種および採用人数／理学療法士 １人
■受験資格／次の要件を満たす方
　・昭和42年４月２日以降に生まれた方
　・通勤に支障のない範囲内に居住できる方
　・職種の免許を有する方、または平成25年３月ま
　　でに実施される国家試験により免許取得見込み
　　の方
■採用予定年月日／４月１日
■試験日／３月15日（金）
　※試験日は３月１日現在の予定日ですが、変更に
　　なる場合は、受験者へ連絡します。
■場所／市立大森病院
■受付期限／３月11日（月）必着　
■申込み／〒013-0525  
          横手市大森町字菅生田245-205　
          市立大森病院総務課総務係 　26-2141
※試験案内・申込用紙は市立大森病院にあります。
　郵便で請求する場合は、封筒の表に『職員採用試
　験申込用紙請求』と朱書きし、宛先を明記して120
　円切手を貼った返信用封筒（角形２号）を同封の
　うえ、市立大森病院総務課にお送りください。申
　込用紙等は市立大森病院ホームページからもダウ
　ンロードできます。

ＨＰページ番号000007877ＨＰページ番号000007877

【市内の空間放射線量】
◆期間／１月21日～２月20日
◆場所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署　
◆結果／毎時0.05～0.08マイクロシーベル

高齢者を狙った悪質な健康食品の
販売に注意しましょう！

高齢者を狙った悪質な健康食品の
販売に注意しましょう！

　健康食品の電話勧誘で、「断ったにも関わらず商
品が送られてきた」「買うとは言っていないのに商
品が届いてしまった」などという相談が寄せられて
います。このほか、商品を勝手に送り付ける事例も
発生しています。
  消費者の承諾を得ず、相手が一方的に商品を送り
付けた場合、消費者に代金支払いの義務はなく、受
け取る必要もありません。困ったときは、速やかに
消費生活センター窓口にご相談ください。
＊勧誘されても必要なければ、はっきりと断りまし
　ょう。
＊業者名や連絡先を確認しておくことも大切です。
＊商品が届いてしまっても、安易に受け取らないよ
　うにしましょう。
◆相談窓口／市消費生活センター（横手庁舎内）
　　　　　　　32-2919

ＨＰページ番号000001246ＨＰページ番号000001246

《みほん》
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※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

浄化槽

市　報ＨＰページ番号／000008898
　
平
成
25
年
度
発
行
の
市
報
に
有

料
広
告
を
掲
載
す
る
た
め
に
、
広

告
の
募
集
お
よ
び
広
告
掲
載
申
し

込
み
の
業
務
を
行
う
広
告
代
理
店

を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
業
務
内
容

　『
市
報
よ
こ
て
』の
平
成
25
年
５

月
１
日
号
か
ら
平
成
26
年
４
月
１

日
号
ま
で
に
掲
載
す
る
広
告
の
募

集
と
掲
載
原
稿
の
提
出

◆
広
告
代
理
店
申
請
条
件

 
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
者

①
横
手
市
入
札
参
加
有
資
格
者
名

　
簿
（
物
品
・
役
務
）
登
録
者

②
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
、

　
営
業
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

　
る
者

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

◆
応
募
方
法

　広
告
代
理
店
申
請
書
に
所
定
事

項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
市
長
公
室
広
報
・
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当（
南
庁
舎
）

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限

　
３
月
８
日（
金
）午
後
５
時

◆
広
告
代
理
店
の
指
定

　
見
積
額
を
勘
案
し
、
応
募
者
の

中
か
ら
１
者
を
広
告
代
理
店
に
指

定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
市
総
務
企
画
部
市
長
公
室
（
南

　
庁
舎
内
）

　  

３
５
‐
２
１
６
２
　

市
報
の
広
告
代
理
店
を
募
集
し
ま
す

※
広
告
掲
載
の
仕
様
や
申
請
書
、

必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国民年金

　平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
５
，
０
４
０
円
（
年

額
１
８
０
，
４
８
０
円
）
に
な
り

ま
す
。
ま
た
付
加
年
金
保
険
料
は

月
額
４
０
０
円
で
す
。
こ
の
付
加

年
金
は
、
将
来
、
よ
り
多
く
の
年

金
を
受
け
取
り
た
い
方
を
対
象
と

し
た
制
度
で
、
２
０
０
円
に
納
付

月
数
を
乗
じ
た
金
額
が
通
常
の
年

金
額（
年
額
）に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
納
付
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
届

く
納
付
書
で
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
前
納
制
度

　
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
お
得

な
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
割
引
額

＊
１
年
分
前
納
（
納
付
書
払
い
）

　
　
　
　
　
　
　
３
，
２
０
０
円

＊
半
年
分
前
納
（
口
座
振
替
）

　
　
　
　
　
　
　
１
，
０
３
０
円

＊
半
年
分
前
納
（
納
付
書
払
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
３
０
円

◆
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

　所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
、
納
付
を
免

除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
保
険
料
が
未
納
の
場
合
、

将
来
、
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
未
納

の
ま
ま
に
せ
ず
、
免
除
や
猶
予
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法

　
各
地
域
局
年
金
担
当
窓
口
に
、

年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　
手
庁
舎
内
）  

３
５
‐
２
１
８
６

　
ま
た
は
各
地
域
局
年
金
担
当

　
大
曲
年
金
事
務
所

　  

０
１
８
７
‐
６
３
‐
２
２
９
５

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
５
，
０
４
０
円
で
す

ＨＰページ番号／000007696、000008935、000008936

　下水道事業区域や集落排水事業区域以外の地域にお
住まいの方が、浄化槽を設置する場合は、補助金を受
けることができます。
　なお、平成24年度まで、平鹿・雄物川地域では、市
が浄化槽の設置や維持管理を行う市設置型事業を行っ
ていましたが、４月１日からは次の補助制度へ移行し
ます。

【浄化槽設置整備事業補助金】
　新築や増改築などで浄化槽を設置する方に、市が本
体設置費用の一部を補助します。
◆交付条件
　主に居住を目的とする住宅等に浄化槽を設置する方
　で、設置後、年度内に使用すること。
◆浄化槽設置補助金額

※市下水道等整備構想で個別処理区域となっている地
　区には、上記補助金額に10万円が上乗せされます。

　　　 浄化槽を設置する場合は、助成が受けられます                                                      
                                                            ＨＰページ番号／000001494       
　　　 浄化槽を設置する場合は、助成が受けられます                                                      
                                                            ＨＰページ番号／000001494       

人槽区分
５人槽
７人槽

10人槽

人槽算定基準
延べ床面積が160㎡未満の住宅
延べ床面積が160㎡以上の住宅
浴室および台所が２カ所以上あ
る住宅
（二世帯住宅か大家族住宅用）

補助金額
352,000円
441,000円

588,000円

◆補助対象地域
　下水道事業区域と集落排水事業区域を除いた地域
◆申請期限　
　11月29日(金）
◆浄化槽設置後の維持管理
　浄化槽を使用している方は、法令により『保守点検
　（年３～４回）』、『清掃（年１回以上）』、『法定検
　査（年１回）』をすることが義務づけられています。
　これらを怠ると浄化槽の故障や悪臭の原因になりま
　すので、定期的に行いましょう。
＊市がこれまで設置した浄化槽はこれまでどおり維持
　管理を行います。　
＊市では、環境に優しく、電気代も安くなる、低炭素
　型浄化槽を推奨しています。
◆事業区域の見直し
　浄化槽制度の統一にあわせて、平成25年度から事業
　区域が大幅に見直されます。事業の詳細や対象区域
　などについては、お問い合わせください。
◆問合せ
　上下水道部下水道課（水道庁舎内）  35-2253

　浄化槽にはたくさんの微生物がいて、汚水を消化、
分解してきれいな水にします。多量の油や強い酸・ア
ルカリなどは処理しきれず、微生物の死滅につながり
ますので、流さないようにしましょう。

横手北中学校を一般公開します横手北中学校を一般公開します
市長面会日のお知らせ

◆日　　時／３月26日(火)午前９時～10時30分
◆面会人数／６人(１人につき15分程度）　
◆申込期限／３月21日(木)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調
　　　　　　整担当 　35-2111（内線1033、1034）

十文字駐車場の廃止について十文字駐車場の廃止について
　十文字町曙町の『十文字駐車場（十文字町字曙町
19番地２）』が３月31日で廃止となり、駐車場敷地
所有者の月極駐車場になります。ご利用については
十文字地域局産業建設課までお問い合わせください。
◆問合せ／市十文字地域局産業建設課　42-5119

金沢中学校閉校式典金沢中学校閉校式典
　平成25年３月に閉校を迎える金沢中学校の閉校式
典を行います。 
◆日　時／３月17日（日）午後１時30分～
◆場　所／金沢中学校体育館
◆問合せ／金沢中学校教頭  37-3390

　今春、４月１日に開校する横手北中学校を一般公
開します。

◆日　時／３月10日（日）・11日（月）
　　　　　午前10時～午後３時
※内履きをご持参ください。駐車場
　が限られていますので、できるだ
　け相乗りでお越しください。
◆問合せ／市教育委員会学校統合推進課
　　　　　（かまくら館内）  35-2145

市営住宅

◆
入
居
条
件
／
公
営
住
宅
法
等
に

　
定
め
る
入
居
資
格
を
有
す
る
方

　
で
す
。
事
前
に
市
建
築
住
宅
課

　
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま

　
す
。
な
お
、
家
賃
は
所
得
額
に

　
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
※
暴
力
団
員（
同
居
者
を
含
む
）

　
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法
／
市
建
築
住
宅
課
ま

　
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設
課
で

　
入
居
希
望
者
本
人
と
面
談
を
行

　い
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
書
類

　
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い（
郵
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①公営住宅(低所得者が対象）
　　 名　　称
七日市住宅
諏訪野団地
第二道川団地
十五野住宅

築年度
Ｓ56
Ｈ３
Ｓ54
Ｓ51

間取り
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ

家賃（円）
15,200～
20,700～
11,500～
10,000～

        建築様式
　　　３階建ての３階
　　　木造平屋建て
      ２階建て（集合）
      ２階建て（集合）

募集戸数
１
１
１
１

地域名

 

横　手

十文字

平　鹿

②特定公共賃貸住宅（①と比べて所得がある方が対象）
家賃（円）
52,100～
52,600～
30,000

募集戸数
２
１
２

        建築様式
　　　木造平屋建て
　　  木造平屋建て
　　　３階建ての３階

地域名

平　鹿

大　森

　　 名　　称

五十田団地

特定西野住宅

築年度

Ｈ９

Ｈ10

 間取り

３ＤＫ

１ＬＤＫ

【訂正とお詫び】市報よこて２月15日号に誤りがありま
した。次のとおり訂正してお詫びします。
◆２ページ『横手に進出する株式会社日本一・秋田市で障   
  がい者雇用の特例子会社も運営』の７行目
  （誤）グループの年商は250億円
  （正）グループの年商は150億円



Topics

（十文字）  

　十文字の花き農家・羽川與助さんが育てたダリアの
新種『夢の花』が、演歌歌手の中村美律子さんと増位山
太志郎さんの新曲『夢の花咲かそう』のＣＤジャケット
の写真に採用されました。２月12日には、中村さんら
が羽川さんのハウスでダリアを見学し、大勢の観客が
見守るなか、道の駅十文字で新曲を披露しました。

横手産ダリア、ＣＤジャケットに
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　２月９日から11日にかけて、あきた十文字映画祭が十
文字文化センターで開催されました。十文字中学校の生
徒が選考した『おおかみこどもの雨と雪』や東日本大震災
を題材にした『ソノサキニ』など14作品が上映されました。
　10日には、震災後の遺体安置所を舞台にした『遺体・明
日への十日間』が上映され、君塚良一監督や柳葉敏郎さん、
志田未来さんがゲストとして登壇。志田さんは「私たち
の知らない現実を伝えた映画です。震災は風化させては
いけない」と作品に込めた思いを話してくれました。

■第22回あきた十文字映画祭（十文字）

厳選された作品がファンを魅了

 

■雪かきで秋田美人になるツアー

腹筋に力を入れて、とアドバイスを受けての雪かき

美容効果は絶大！？

　東京など首都圏に住む女性たちが、２月９日『雪かき
で秋田美人になるツアー』で山内地域・筏集落を訪れ、
フィットネス感覚で雪かきなどを行いました。
　夜行バスで横手に着いた総勢９人の参加者は、上筏会
館で準備運動を行った後、同会館と高齢者宅の雪かきを
行いました。コンピューター関係の仕事をしているとい
う女性は「一日中パソコンの前に座り、誰とも話をしな
い日もあるので、今日はとても新鮮です」と話しました。
一行は増田の蔵なども見学し、横手の冬を楽しみました。

多くの映画ファンが訪れた『あきた十文字映画祭』

　２月９日から11日の３日間、『厚木市・横手市小学生交
流会』が、釣りキチ三平の里体験学習館で行われました。
　神奈川県厚木市との交流会は、自分たちの地域では味
わえない文化に触れ友好を深めようと、１年おきにお互
いの市を訪問して行われ、今年で27回目。参加者は雪遊
びや雪像作り、狙半内の『幻灯』を見学して雪国体験を楽
しみました。厚木市の中西智也君は「そり遊びが一番楽
しかったです。幻灯もきれいで良い思い出になりました」
と話し、横手の子どもたちと交流を深めていました。

 ■『厚木市・横手市小学生交流会』（増田）

雪像作りやミニかまくらの点灯を行い記念撮影

雪国体験で友好を深める

（横手）  ４月から元気に学校へ行こう！

　２月９日、この春、小学校に入学する皆さんをお祝
いする『入学おめでとう大会』が横手市民会館で開催
されました。会場を訪れた約400人の親子は、旭小１年
生の元気あふれる歌やダンス、吉田小スクールバンド
の皆さんによる迫力ある演奏など、たくさんのアトラ
クションを見たり、一緒に歌ったりして楽しみました。
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特
選

秀
逸
秀
逸

『
特
選
』『
秀
逸
』入
賞
者
表
彰
式

◎
日
時
／
３
月
10
日（
日
）午
前
10
時
〜

◎
場
所
／
Ｙ
ぷ
ら
ざ

※
15
回
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
清
原
紅
蓮

　
隊
に
よ
る
演
舞
を
行
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
横
手
中
央
公
民
館

　
　
３
２
‐
３
１
３
７

２

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長
　五
十
嵐 

忠
悦

『
か
ま
く
ら
』を
通
し
て
異
文
化
と

交
流

市
長
コ
ラ
ム
 ①

市
長
コ
ラ
ム
 ①2929

い

ど

む

い

ど

む

よこてイーストでのインドネシアかま
くらの前で演奏されたササンドゥ

　　
３
年
続
き
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
冬
で

し
た
が
、
よ
う
や
く
日
中
の
日
差
し
に
春

の
訪
れ
が
近
い
こ
と
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
冬
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
除
雪
作
業

に
大
変
難
儀
を
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
高
校
生
や
中
学
生
な
ど

が
除
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
各
地
域
で
行

っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
、
と
て
も
頼
も

し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
外
の
多

く
の
企
業
・
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん
が
、

今
年
も
雪
寄
せ
の
支
援
を
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
年
の
『
か
ま
く
ら
』
に
は
、

15
日
〜
16
日
だ
け
で
29
万
人
、
旭

岡
山
神
社
の
梵
天
奉
納
ま
で
の
全

体
で
は
37
万
人
と
い
う
過
去
５
年

間
で
最
高
の
人
手
と
な
り
ま
し
た
。

週
末
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
県
内
外
の
お
客
様
に
、
横

手
は
『
ま
た
足
を
運
ん
で
み
た
い

ま
ち
』
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
観
光

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
経
済
省
の
訪
問
団
が
、

駅
前
の
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
の
か
ま
く
ら
で

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
竹
と

ヤ
シ
の
葉
で
作
ら
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

民
俗
楽
器
・
サ
サ
ン
ド
ゥ
の
奏
で
る
何
と

も
言
え
な
い
優
し
い
響
き
は
、
か
ま
く
ら

に
新
た
な
風
情
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
訪
問
団
の
目
的
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

観
光
Ｐ
Ｒ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
地
元
の
テ

レ
ビ
局
も
同
行
し
て
お
り
、
横
手
を
Ｐ
Ｒ

す
る
良
い
機
会
に
恵
ま
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
お
話
を
伺
う
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方

は
、
甘
い
も
の
が
大
好
き
だ
と
の
こ
と
で
、

横
手
の
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

地
域
の
特
産
品
に
も
高
い
興
味
を
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。
海
外
へ
の
販
路
の
拡
大
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
く

れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ま
く
ら
で
し
た
。
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小野　由紀恵さん
おの　ゆきえ（26歳・横手）

　
東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、
平
鹿
総
合
病
院
栄

養
科
で
管
理
栄
養
士
と
し
て
勤
め
４
年
に
な
る

由
紀
恵
さ
ん
。
現
在
は
主
に
、
入
院
し
て
い
る

患
者
さ
ん
の
食
事
の
献
立
を
立
て
て
い
ま
す
。

カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
旬
の
食
材
を
使
用
す
る
よ
う
心
が
け
て
い

る
そ
う
で
「
患
者
さ
ん
か
ら
『
美
味
し
か
っ
た

で
す
』
と
い
う
手
紙
を
頂
く
と
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
由
紀
恵
さ

ん
に
今
後
の
目
標
を
聞
く
と
「
糖
尿
病
療
養
指

導
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
、
患
者
さ
ん
に
よ

り
よ
い
『
食
』
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
幅
を
広

げ
た
い
で
す
」
と
大
き
な
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
趣
味
・
興
味
の
あ
る
こ
と

　
10
年
ほ
ど
続
け
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

で
す
。
週
に
１
回
、
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
発
表

会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
菓

子
作
り
や
パ
ン
作
り
も
好
き
で
す
。
出
来
上
が

っ
た
も
の
は
、
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。

ダイアナレイン　ハヴァーさん
　　　　　　　　　　(42歳・平鹿）

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
生
ま
れ
の
ダ
イ
ア

ナ
レ
イ
ン
さ
ん
が
、
平
鹿
地
域
に

住
ん
で
24
年
。
16
歳
か
ら
５
歳
ま

で
４
人
の
娘
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
毎

日
に
ぎ
や
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
た
の
は
16
歳

ま
で
だ
っ
た
の
で
、
横
手
の
ほ
う

が
長
く
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。
現
在
、
十
文
字
地
域

で
英
会
話
教
室
を
経
営
し
て
お
り

「
自
分
の
子
ど
も
も
含
め
、
未
来

あ
る
横
手
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
今
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
も

の
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
教
室
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
、
２
歳

か
ら
66
歳
ま
で
90
人
ほ
ど
い
る
生

徒
た
ち
の
上
達
ぶ
り
に
触
れ
る
の

が
楽
し
み
と
の
こ
と
。

　
そ
ん
な
ダ
イ
ア
ナ
レ
イ
ン
さ
ん

に
、
横
手
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
聞

く
と
「
自
然
が
豊
か
で
、
四
季
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

空
気
も
食
べ
物
も
お
い
し
い
で
す

ね
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も
な
ら
な

か
っ
た
で
す
」
と
す
っ
か
り
横
手

に
魅
了
さ
れ
て
い
る
様
子
。
最
後

に
「
横
手
の
た
め
に
ほ
か
に
も
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て
い
ま

す
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
よ
り
良
い
街
に
し
た
い
で
す

ね
」
と
第
二
の
故
郷
横
手
へ
の
思

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

睦合保育所（十文字）ばら組のおともだち土屋幼稚園（横手）ひばり組のおともだち

フィリピン共和国
ネグロス島バコロド市
東南アジアに位置し、大小
7,000を超える島々で構成さ
れるフィリピン共和国。そ
の中部、ヴィサヤ諸島にあ
る国内４番目の大きさの島が
ネグロス島。バコロド市は、
人口429千人で島最大の都市。

　『つるしかざりあそび』の会は、山内生涯学習
センター主催の〝つるしかざり講座〟に参加して
いたメンバーが、講座終了後も「もっと手芸を楽
しみたい」との思いから、平成24年９月に結成し
たサークルです。
　現在会員は11人。毎月、第１月曜日の午前９時
30分から山内体育館で、大橋壽子さんの指導のも
と、10月に行われる山内文化祭での展示に向けて、
つるし飾りの制作に励んでいます。
　「難しい作業は大橋先生に何度も聞きながら、
ひと針ひと針、丁寧に作るように心掛けています。
どんな作品が完成するか、今からとても楽しみで
す」と会員の皆さんは笑顔を見せます。
　代表の泉さんは「みんなと話をしながらの作業
はとても楽しく、時間が経つのを忘れてしまいま
す。つるし飾りの次は、和物や洋物の小物作品に
も挑戦していきたいです」と話してくれました。
◆問合せ　山内生涯学習センター　53-2187

材料（４人分）
○凍み大根…２本　○身欠きニシン…１本　○にんじん
　…1/2本　○板コンニャク…1/2枚　○結び昆布…８個
【調味料】
○だし汁…800cc　○薄口しょうゆ…大さじ２
○砂糖…小さじ２  ○みりん…小さじ２
作り方
①ニシンは、米の研ぎ汁に二日間ほど浸し、湯通しして
　８等分に切る。
②鍋に【調味料】と①を入れて煮る。
③凍み大根はよくもみ洗いしてから一晩水に浸け、一口
　サイズの乱切りにしておく。
④コンニャクは一口サイズに手でちぎり、湯通ししておく。
⑤にんじんは大きさをそろえて乱切りにする。
⑥②の鍋からニシンを取り出し、③④⑤を入れて煮る。
⑦⑥に結び昆布とニシンを加えて中火でコトコト煮てか
　ら、最後に強火で水分を飛ばして煮詰める。
※急ぐ時は、凍み大根をぬるま湯で戻しても大丈夫です。
　さやえんどうを加えると彩りが豊かになります。
◎今月の紹介者

１人分の栄養素
エネルギー  56.0kcal
タンパク質   2.4g
脂　　　質   1.0g
塩　    分   1.5g

凍み大根とニシンの含め煮

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラ

ダにイイ

平鹿総合病院・管理栄養士
　　木村 京子さん（横手）
　平鹿総合病院では〝凍み大根〟を手
作りして、病院給食の食材に利用して
います。「ザクザクと噛み応えがあって、
昔なつかしい味」と、患者さんに喜ん
でもらっています。これからも地産地
消を推進して、郷土料理をどんどん取
り入れていきたいと思っています。

手芸サークル（山内）

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜
牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

2

つるしかざりあそび

　味がよく染み込み、独特
な歯ごたえが特徴の『凍み

大根』は、雪国を代表的する保存食
の一つです。平鹿総合病院では、凍
み大根作りが寒中の恒例行事になっ
ており、今年も職員が持ち寄った大
根を、病院の屋上で約200㎏加工しま
した。昨年からは震災支援として、
岩手県や宮城県へ凍み大根を届ける
活動も行っています。
（平鹿総合病院・管理栄養士・石山香さん）

『凍み大根』今月の食材

1

し
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妊
婦
さ
ん
集
ま
れ
！
『
マ
ン

　
　
ド
リ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
』

　
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
す
て
き
な
音
色

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
児
童
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
な
が
ら
、
参
加
者
同
士

の
交
流
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
15
日(

金)

午
後
６
時

　
30
分
〜
７
時
30
分
※
受
付
午
後
６

　
時
15
分
〜

◆
場
所
／
Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
対
象
／
妊
娠
中
の
方
と
そ
の
ご
家

　
族
の
方

◆
申
込
期
限
／
３
月
11
日(

月)

◆
申
込
み
／
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
３
２
‐
２
４
２
６

　
　『
み
ど
り
公
社
』の
問
い
合
わ

　
　
せ
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

　
解
散
し
た『
横
手
市
み
ど
り
公
社
』

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
農
業
政

　
策
課
（
県
平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　
３
２
‐
２
１
１
２

　
　
新
卒
者
等
雇
用
・
育
成
支
援
事

　
　
業
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
市
内
在

住
の
新
卒
者
等
を
正
規
雇
用
し
た
事

業
主
に
、
雇
用
奨
励
金
等
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。
正
採
用
日
か
ら
６

カ
月
経
過
以
降
に
申
請
可
能
で
す
。

申
請
期
限
は
３
月
31
日
で
す
の
で
お

忘
れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
／【
雇
用
奨
励
金
】一
人
に
つ

　
き
30
万
円【
研
修
助
成
金
】正
採
用

　
か
ら
６
カ
月
以
内
に
研
修
や
資
格

　
取
得
等
に
要
し
た
人
材
育
成
経
費

　
の
２
分
の
１

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
商
工
労

　
働
課
（
県
平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　
３
２
‐
２
１
１
５

　
　
公
共
下
水
道
事
業
計
画
案
を

　
　
縦
覧
し
ま
す
　

　
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
の
変

更
に
伴
い
、
横
手
市
公
共
下
水
道
事

業
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
／
３
月
１
日(

金)

〜
14

　
日(

木)

◆
縦
覧
場
所
／
市
上
下
水
道
部
下
水

　
道
課
（
水
道
庁
舎
）
※
土
日
は
横

　
手
庁
舎
日
直
窓
口

◆
問
合
せ
／
市
上
下
水
道
部
下
水
道

　
課（
水
道
庁
舎
）　
３
５
‐
２
２
５
３

　
　
親
子
遠
足『
赤
十
字
わ
く
わ
く

　
　
支
援
隊
』参
加
親
子
募
集
！

　
春
休
み
を
利
用
し
た
楽
し
い
親
子

遠
足
で
す
。
秋
田
市
の
赤
十
字
秋
田

県
支
部
を
見
学
し
『
エ
リ
ア
な
か
い

ち
』
で
昼
休
み
。
午
後
か
ら
は
、
県

立
ス
ケ
ー
ト
場
で
の
ス
ケ
ー
ト
体
験

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

◆
日
時
／
３
月
23
日(

土)

午
前
８
時

　
〜
午
後
５
時
30
分
※
山
内
体
育
館

　
発
着

◆
定
員
／
小
学
３
年
生
〜
６
年
生
の

　
親
子
先
着
15
組
※
子
ど
も
の
み
の

　
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
参
加
費
／
１
組
５
０
０
円
（
昼
食

　
代
別
途
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
13
日(

水)

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
山
内
地
域
局

　
市
民
福
祉
課
　
５
３
‐
２
９
３
３

　
山
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
５
３

　
‐
２
１
８
７

　
　
パ
ソ
コ
ン
教
室『
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

　
　
２
０
０
３
で
Ｐ
Ｏ
Ｐ
講
座
』

　
職
場
や
町
内
会
で
役
に
立
つ
チ
ラ

シ
づ
く
り
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
３
月
22
日(

金)

午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
１
，０
０
０
円

◆
定
員
／
10
人
※
多
数
の
場
合
抽
選

◆
申
込
期
限
／
３
月
12
日(

火)

◆
問
合
せ
／
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
３
３
‐
３
９
９
５

　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
開
催

【
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
級
養

成
入
門
講
座
】

　
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
目

指
す
方
向
け
の
入
門
講
座
で
す
。
農

業
や
食
品
製
造
・
加
工
業
の
方
、
求

職
中
の
方
が
対
象
で
す
。

◆
日
時
／
３
月
11
日(

月)

午
後
６
時

　
〜
９
時
※
受
付
午
後
５
時
30
分
〜

◆
場
所
／
Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
定
員
／
30
人

【
人
材
力
強
化
育
成
学
習
会
】

　
新
卒
者
・
製
造
業
初
心
者
・
若
手

社
員
の
指
導
者
等
を
対
象
に
、
も
の

づ
く
り
企
業
人
の
心
構
え
や
改
善
の

考
え
方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
12
日（
火
）、13
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
※
い
ず
れ

　
か
１
日
を
受
講

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

《
共
通
事
項
》

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）

　
　
３
３
‐
３
８
９
９

土屋幼稚園（横手）ひばり組のおともだち

情報～information～

催
　し

講
　座

情報情報
informationinformation

2

2

講
　座

　
　
河
川
内
の
伐
採
木
を
無
料
で

　
　
提
供
し
ま
す

　
河
川
堤
防
の
維
持
管
理
の
た
め
伐

採
し
た
樹
木
を
提
供
し
ま
す
。
寸
法

は
、
直
径
５
〜
30
㌢
、
長
さ
１
０
０

〜
２
０
０
㌢
で
す
。
ご
自
由
に
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
無
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

◆
期
間
／
３
月
４
日(

月)

〜
８
日(

金)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
提
供
場
所
／
大
鳥
井
橋
付
近（
睦
成
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　
設
部
工
務
課
　
４
５
‐
６
１
６
１

　
　
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　
　『
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
』

　
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
マ
イ

ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
冬
場
の
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
１
位
か
ら
３

位
ま
で
の
チ
ー
ム
を
表
彰
し
ま
す
。

当
日
は
、
昼
食
と
内
ズ
ッ
ク
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
17
日(

日)

午
前
９
時

　
15
分
競
技
開
始
※
午
前
８
時
30
分

　
受
付

◆
場
所
／
大
森
体
育
館

◆
参
加
資
格
／
１
グ
ル
ー
プ
５
人
編

　
成
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　（
男
女
不
問
）

◆
定
数
／
48
チ
ー
ム
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。

◆
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
２
，５
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
３
月
11
日(

月)

◆
申
込
み
／
大
森
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
さ
く
ら（
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
内
）
　
２
６
‐
４
０
７
３

　
　
第
９
回『
か
い
ご
教
室
』を
開

　
　
催
し
ま
す

　
介
護
保
険
事
業
所
を
訪
問
し
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
サ
ー
ビ
ス

内
容
や
施
設
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

研
修
し
ま
す
。
家
族
の
介
護
を
し
て

い
る
方
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
12
日（
火
）午
前
10
時

　
〜
正
午

◆
場
所
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
平

　
寿
苑
（
平
鹿
町
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
３
月
11
日(

月)

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
本
部
　
３
６
‐
５
３
７
７
ま
た

　
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

３月のよこてイーストイベント情報３月のよこてイーストイベント情報
　よこてイーストでは、年間を通してたくさんの皆さんに
楽しんでいただけるイベントを実施しています。
① よこいち。　
　　テーマは『発酵フェス＆地酒フェス』です。おいしくて楽
　しい催しを用意しています。
　◆日時／３月17日(日)午前10時～午後４時　　
　◆場所／Ｙ ぷらざオープンスペース
② 将来に差をつける生活塾～夢のマイホーム実現まで～
　　『よこいち。』にあわせてセミナーを開催します。お問い合
　わせは、ＯＦＦＩＣＥ　ＷＡＹ（　080-6040-3172今さん）まで。

　地元で活躍するシンガーソングライター・た
かはらてるおさんが歌う昭和の懐かしいフォー
クソングの数々と、畑則子さんの心和む秋田弁
の昔っこ語りをお楽しみください。
◆日　時／３月24日(日)午後１時30分開演
◆料　金／入館料のみ（３時間まで大人400円、
　　　　　３時間以上600円※入浴料を含みます）
◆問合せ／平鹿ときめき交流センターゆっぷる
　　　　　　25-3801

懐かしフォークソング懐かしフォークソング ゆっぷる ゆっぷる

問合せ／よこてイースト管理事務所　　38-8851問合せ／よこてイースト管理事務所　　38-8851

募
　集

2

東日本大震災からもうすぐ２年
災害への備えを点検しましょう
東日本大震災からもうすぐ２年

災害への備えを点検しましょう
【家庭内では】
◎安全な避難場所・避難ルート等を確認しておきましょ
　う。
◎避難する時に、病人や子どもの付き添いを誰がするか
　など、　家庭内の役割分担を話し合っておきましょう。
◎災害用伝言ダイヤルの活用など、家族間の連絡手段を
　確認しておきましょう。
【自宅の内外では】
◎家の中や周辺に危険な所がないか定期的に点検してお
　きましょう。
◎家屋、家財道具などの転倒・落下防止等の措置を講じ
　ておきましょう。
◎防災ラジオがある場合は、電源コードは差したままに
　し、乾電池を入れ、聞こえやすい場所に置きましょう。
【非常持ち出し袋の準備】
◎懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救急医療用品、貴重品、
　非常食品、常備薬等最小限の非常持ち出し品を準備し
　て、リュックなどに入れておきましょう。
◎非常持ち出し袋は、すぐ持ち出せる場所に置きましょう。

－横手警察署・市消防本部・市総務企画部危機管理室－

◆市県民税の申告相談が２月１日から始まっています。
　『申告相談日程表』（１月15日号の市報に折り込み）
　を確認のうえ、忘れずに３月15日（金）までに申告し
　てください。
◆未申告の方は、市税の軽減や減免を受けられなくな
　る場合がありますのでご注意ください。
◆横手税務署からの指導で、３月15日を過ぎると確定
　申告書の作成が、市役所ではできなくなります。確
　定申告をされる方は、期限までに申告してください。　
◆申告相談日の日程が不明な方は、下記の各税務担当
　課へお問い合わせください。

平成25年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月15日まで〟です

平成25年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月15日まで〟です

＊横　手：財務部 市民税課（　32-2510） 
＊増　田：増田地域局 地域振興課（　45-5510） 
＊平　鹿：平鹿地域局 地域振興課（　24-1283）
＊雄物川：雄物川地域局 地域振興課（　22-2111） 
＊大　森：大森地域局 地域振興課（　26-2111）
＊十文字：十文字地域局 地域振興課（　42-5111）
＊山　内：山内地域局 地域振興課（　53-2111）
＊大　雄：大雄地域局 地域振興課（　52-2111）

＆　秋田弁の昔っこ語り＆　秋田弁の昔っこ語り

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

催
　し

お
知

ら
せ

講
　座

お
知

ら
せ

たいゆう保育園（大雄）ぞう組のおともだち
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地域からのお知らせ

広告広告

　
横手市テニス協会主催『初心者テニス教室（硬式）』
　基本練習を通じて、テニスの楽しさを体験してみませ
んか！。ラケットが無い方には貸し出しします。
●日時／３月16日(土)午前10時～正午　●場所／横手体
育館　●対象／子どもから大人　●参加費／無料※申し
込み不要　●問合せ／高橋さん 　090-4880-3561
　
南部シルバーエリア『簡単！お祝い料理教室』
●日時／３月16日(土)午前10時～   ●参加費／1,000円
（材料費・保険料込） ●定員／20人 ●持ち物／エプロン、
三角巾、筆記用具  ●申込開始／３月５日(火) ●場所・
申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　
『気まぐれ弾き語りコンサート♪ Vol.５』
　懐かしいフォークソングなどをお楽しみください。　 
●日時／３月16日(土)、１回目：午後２時～、２回目：午後
６時～　●場所／Ｙ2ぷらざ ●入場料／無料  ●問合せ
／ごやさん 　090-6629-0089
　
講演会『未来に生きる子どもたち・孫たちを守るために
　　　　いま大人たちができることは何？』
●日時／３月17日(日)午後１時30分～３時30分　●場所
／かまくら館 ●講師／岡山博医師（仙台赤十字病院第二
呼吸器内科部長） ●入場料／一般500円（資料代）、中学
生以下無料　●問合せ／小川さん 　42-3853
　
とっぴんぱらりのプー『第130回昔語りの会』
●日時／３月23日(土)午後１時30分～ ●場所／こうじ庵
（鍛冶町） ●入場料／無料 ●問合せ／菅原さん 　33-3070
　
横手清陵学院『探究発表会＆わくわくサイエンス』
　『どこでも発電！』など８つの探究成果を発表します。
わくわくサイエンスでは、バンジーチャイム演奏会のほ
か、ぴこぴこカプセルを参加者と一緒に作製します。
●日時／３月30日(土)午後１時～３時 ●場所／Ｙ2ぷらざ
●入場料／無料 ●問合せ／横手清陵学院高校 福原教諭 
　35-4033
　　

　　
煉瓦屋『イベント案内』
【歌の好きな人集まれ ～思いっきり歌声喫茶～】
●日時／３月７日(木)午後７時～ ●参加費／1,000円（飲
み物、洋菓子付） ●演奏曲／学生街の喫茶店他20曲以上
【自然を愛する皆さんの集い】
●日時／３月17日(日)午後１時～ ●内容／①『中国気功
の話』講師：土肥愛加さん　②歌の好きな人集まれ100回
記念に向け『みんなで歌のレッスンしよう!』講師：佐藤
世津子さん　●参加費／800円（飲み物、洋菓子付）
〈共通事項〉　●要予約　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　　
『リンパマッサージ体験講座』
●日時／３月９日（土）・22日（金）、午前10時30分～正午
●場所／旭ふれあい館  ●参加費／500円 ●定員／10人 
※要予約  ●申込み／中村さん 　090-5595-0800
　　
横手読書会 ３月例会
●日時／３月12日(火)午後２時～ ●場所／女性センター
●演題／横手の『かまくら』に魅せられたアーティストたち
●講師／元横手市史編さん推進員・伊藤武士氏 ●問合せ
／横手図書館 　32-2662

いどばたプラザいどばたプラザ

被災地に花を贈るＮＰＯ設立準備会被災地に花を贈るＮＰＯ設立準備会
東日本大震災復興支援東日本大震災復興支援

　東日本大震災で被害を受け、現在も仮設住宅で不便な
生活を余儀なくされている方々に「何かをしてあげたい」
という思いに駆り立てられ〝被災地に花を贈るＮＰＯ〟
を立ち上げることにしました。
　設立準備会を開催しますので、この活動に賛同いただ
ける方は、ぜひお越しください。
◆日　時／３月14日(木)14：00～
◆場　所／横手ひらかＮＰＯセンター事務所
　　　　　（横手市田中町４- 31）
◆発起人代表／千田謙蔵氏、渡部泰蔵氏
◆活動内容／平成25年度はサギソウの球根培養を予定
◆問合せ／被災地に花を贈るＮＰＯ設立準備会
          事務局 高橋さん 　080-5550-6263

種類

３月６日(水)
横　手

３月12日(火)
横　手

全血

成分

全血３月13日(水)
平　鹿

３月３日(日)
横　手

月日・地域 実　施　場　所

㈱ツルタック
横手自動車学校

北都銀行横手支店
羽後交通㈱本社

県平鹿地域振興局庁舎

秋田県果樹試験場
平鹿自動車学校
横手市役所平鹿庁舎
㈱アスター

横手市役所南庁舎

イオン横手店（旧横手サティ）
（ふれあい献血キャンペーン）

受付時間

12：30～13：00
10：00～10：30

13：45～14：30

10：00～11：00
13：15～15：00
10：00～10：30
12：15～12：45
13：30～14：30

10：00～11：40

15：15～16：00

13：00～15：40

15：15～16：00

　
　『横
手
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』開
催

　
横
手
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
に
登
録
し
、
高
齢
者
福
祉
施
設

等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
団
体
が
、
日
頃
の
活
動
を
発
表
し
、

団
体
間
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
の
ほ
か

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
23
日(

土)
午
後
１
時

　
〜
４
時
※
開
場
午
後
０
時
30
分

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
合
せ
／
横
手
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
連
絡
協
議
会
（
横
手
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
横
手
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
３
３
‐
８
６
６
８

　
　『食
と
農
で
が
ん
ば
る
女
性

　
　た
ち
か
ら
学
ぶ
』セ
ミ
ナ
ー

　
女
性
の
起
業
支
援
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
秋
田

県
農
業
士
会
・
泉
谷
美
津
子
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
道
の
駅
十

文
字
の
小
川
健
吉
駅
長
と
起
業
家
代

表
と
し
て
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン『
紅
玉
』

店
長
の
高
橋
紅
さ
ん
が
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
８
日(

金)

午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
※
参
加
申
込
み
必
要

◆
場
所
／
道
の
駅
十
文
字
特
設
広
場

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
秋
田
県
南
部

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
３
３
‐
７
０
１
８

講
　座

催
　し
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ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告

発行号「３月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　３月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

広告

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

た
よ
り３３

（1/16～2/15日到着分）
（1/16～2/15日到着分）

１１
20132013

五穀豊穣を祈願する阿気兜台神社の雪中田植え（大雄・阿気）

五穀豊穣を祈願する阿気兜台神社の雪中田植え（大雄・阿気）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

　
友
人
と
マ
イ
か
ん
じ
き
を
購
入
し
、

秋
田
ふ
る
さ
と
村
か
ら
横
手
南
中
の

裏
山
ま
で
散
策
し
ま
し
た
。
童
心
に

返
っ
て
雪
ま
み
れ
で
遊
ぶ
の
も
楽
し

い
で
す
ね
。

(

ル
ー
ト
66
さ
ん
・
横
手)

　
冬
道
の
運
転
は
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な

が
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
の
で
、

と
て
も
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
安
全

運
転
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
。

（
ま
ゆ
坊
さ
ん
・
47
歳
・
十
文
字)

　
昨
年
の
雪
ま
つ
り
に
東
京
か
ら
遊

び
に
来
た
友
人
が
、
駅
前
に
か
ま
く

ら
が
な
い
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
よ
う
で
す
。
駅
前
か
ら
雪
ま
つ
り

の
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
っ
て
来
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
の
で
…
。

　
　（
Ｒ
・
Ｋ
さ
ん
・
63
歳
・
横
手
）

　
毎
号
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

故
郷
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
す
み

か
ら
す
み
ま
で
読
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
伊
藤
清
勝
さ
ん
・
73
歳
・
横
浜
市)　

　
秋
田
市
に
行
っ
た
際
、
除
雪
体
制

が
整
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
に
と
思
い

ま
し
た
。
横
手
市
の
除
雪
作
業
に
は

頭
が
下
が
り
ま
す
。
安
全
第
一
で
体

調
を
整
え
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
柿
や
ん
さ
ん
・
46
歳
・
平
鹿)

　　
Ｙ
ぷ
ら
ざ
で
勉
強
し
て
い
た
娘
が

帰
っ
て
く
る
な
り
「
女
性
の
グ
ル
ー

プ
の
方
か
ら
差
し
入
れ
を
ご
ち
そ
う

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
礼
を
言

う
と
「
勉
強
頑
張
っ
て
ね
！
」
と
励

ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
女

子
会
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
受
験
生
の
母
さ
ん
・
42
歳
・
横
手
）

　
か
ま
く
ら
の
ま
ち
か
ら
、
武
士
の

〝
か
ま
く
ら
〞
の
ま
ち
へ
引
っ
越
し

て
数
年
。
横
手
の
お
正
月
が
い
ち
ば

ん
で
す
ね
。

（
藤
原
実
希
さ
ん
・
24
歳
・
鎌
倉
市
）

　
高
校
生
の
孫
娘
が
神
社
で
巫
女
さ

ん
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
元

日
の
早
朝
、
元
気
に
帰
っ
て
き
た
孫

娘
に
「
ご
苦
労
さ
ま
。
新
年
お
め
で

と
う
。
」
と
お
年
玉
を
渡
し
な
が
ら

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

（
Ｋ
・
Ｈ
さ
ん
・
72
歳
・
平
鹿
）

　
あ
る
猛
吹
雪
の
午
後
の
こ
と
。
細

い
裏
道
で
、
イ
タ
リ
ア
製
の
か
わ
い

い
車
が
『
お
雪
に
は
ま
っ
て
さ
あ
大

変
』
状
態
。
車
を
救
出
し
「
こ
れ
は

イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
あ
た
り

を
走
る
車
…
こ
の
雪
な
ば
、
ム
リ
ダ

ン
シ
ナ
」
と
や
や
イ
ヤ
ミ
の
つ
も
り

で
私
。
後
日
、
そ
の
車
を
運
転
し
て

い
た
方
と
バ
ッ
タ
リ
。
私
の
顔
を
覚

え
て
い
て
く
だ
さ
り
「
先
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
。
雪
の

穴
に
、
も
ぐ
り
こ
み
た
い
私
で
し
た
。

（
十
文
字
の
ゾ
ロ
目
の
ぢ
さ
ま
さ
ん
・

77
歳
・
十
文
字
）

　　
横
手
図
書
館
で
も
他
の
図
書
館
の

本
が
貸
り
ら
れ
る
の
で
、
よ
く
利
用

し
て
い
ま
す
。
と
て
も
い
い
シ
ス
テ

ム
だ
と
思
い
ま
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
52
歳
・
横
手
）

　
宝
く
じ
に
当
た
っ
た
ら
、
あ
れ
買

っ
て
、
こ
れ
買
っ
て
…
と
い
ろ
い
ろ

夢
見
て
い
た
の
に
、
見
事
に
外
れ
た

の
で
、
今
年
も
一
生
懸
命
働
き
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
・
55
歳
・
平
鹿)

　
週
三
回
の
通
院
に
デ
マ
ン
ド
交
通

を
利
用
さ
せ
て
頂
き
、
大
変
助
か
っ

て
い
ま
す
。
他
市
の
患
者
仲
間
に
も

う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
平
鹿
Ｓ
バ
ア
チ
ャ
ン
さ
ん
・

82
歳
・
平
鹿
）

　
昨
年
は
、
義
母
の
死
、
私
の
病
気
、

娘
の
結
婚
と
忙
し
い
年
で
し
た
。
今

年
は
喜
び
だ
ら
け
の
一
年
で
あ
り
た

い
で
す
。

（
Ｓ
・
Ｈ
さ
ん
・
52
歳
・
雄
物
川
）

　
雪
寄
せ
は
大
変
で
す
が
、
雪
の
お

か
げ
で
道
行
く
方
々
と
交
流
で
き
、

地
域
に
早
く
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
春
に
は
交
流
が
深
め
ら
れ

た
ら
…
。
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

（
Ｃ
・
Ｎ
さ
ん
・
39
歳
・
横
手
）

　
２
月
下
旬
に
初
め
て
の
出
産
で
す
。

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
今
か
ら
「
家

族
で
ど
こ
に
行
こ
う
か
」
と
春
が
待

ち
遠
し
い
で
す
。

（
春
ら
ん
ま
ん
さ
ん
・
28
歳
・
雄
物
川
）

　
糖
尿
病
予
防
教
室
に
参
加
し
ま
し

た
。
運
動
習
慣
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、

改
め
て
、
健
康
第
一
と
思
い
ま
し
た
。

（
Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
・
70
歳
・
増
田
）

　
仙
台
か
ら
嫁
い
で
一
年
。
横
手
の

四
季
を
身
体
で
感
じ
、
人
と
自
然
が

共
存
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

(

ふ
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
43
歳
・
雄
物
川)

　
昨
年
、
お
城
山
に
花
見
に
行
き
ま

し
た
。
情
緒
あ
る
い
い
公
園
な
の
に
、

手
入
れ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
か
ら
市
民

で
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
。

(

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
・
61
歳
・
横
手) 

　
２
月
１
日
号
の
に
こ
に
こ
レ
シ
ピ

の
『
干
し
柿
と
大
根
の
酢
の
物
』
を

作
り
ま
し
た
。
口
当
た
り
が
よ
く
さ
っ

ぱ
り
し
て
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

(

岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
61
歳
・
十
文
字)

　
湯
沢
市
で
は
、
院
内
銀
山
が
観
光

に
一
役
買
っ
て
い
る
と
か
。
増
田
地

域
で
も
昭
和
30
年
代
に
繁
栄
し
た
吉

野
鉱
山
が
あ
る
そ
う
な
の
で
、
増
田

の
蔵
な
ど
と
古
き
よ
き
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
観
光
ル
ー
ト
も

い
い
で
す
ね
。

(

秋
南
サ
ミ
ッ
ト
さ
ん
・
62
歳
・
増
田)

　
雪
寄
せ
で
足
腰
が
痛
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
春
が
来

て
い
ま
す
。
パ
ン
ジ
ー
の
花
が
見
ら

れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
・
66
歳
・
十
文
字)

　
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
夫
婦

で
参
加
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
は

悪
天
候
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
一
転
、

ポ
カ
ポ
カ
天
気
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

来
年
も
挑
戦
し
ま
す
。

(

シ
ガ
ッ
コ
さ
ん
・
82
歳
・
十
文
字)

　
最
近
、
娘
に
「
母
さ
ん
は
『
雪
は

美
し
い
。情
緒
が
あ
る
』な
ん
て
言
っ

て
い
た
け
ど
、
今
で
は
『
ま
た
降
っ

て
き
し
ゃ
わ
る
い
』
が
口
癖
に
な
っ

た
ね
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

(

Ｃ
・
Ｅ
さ
ん
・
68
歳
・
平
鹿)　

　
暗
い
話
題
が
多
い
な
か
、
〝
市
報

よ
こ
て
〞
の
情
報
が
私
た
ち
夫
婦
に
、

懐
か
し
さ
と
温
か
さ
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
両
親
の
墓
参
り
や
同
期
会
に

帰
省
し
変
貌
す
る
町
並
み
に
、
横
手

を
離
れ
て
半
世
紀
も
経
つ
の
か
と
時

の
流
れ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

(

髙
　
庸
悦
さ
ん
・
千
葉
市)

横手かまくらＦＭで、
行政情報などを
放送しています

　市から市民生活に密着した行政情報やイベント情報
などを『よこてタウンメッセージ』のコーナーでお知
らせしています。

日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から

放送時間（毎日３回放送中）
月曜日から金曜日
　・午前８時00分～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時00分のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・午前11時05分～11時20分のうち、10分間
　・午後０時45分～１時00分のうち、10分間　

次回の放送は、３月13日(水)

防災ラジオ試験放送時間
毎月第２水曜日　午前11時45分～正午

2

　
〝和牛の王様〟といわれ
る希少な『短角牛』をメ
インに使用し、地元の厳
選素材がぎっしりのレト
ルト商品です。
　今回は『短角牛ビーフ
シチュウ』『短角牛笑子
豚キーマカレー』『短角牛笑子豚モツ煮』の３商品を
２袋ずつセットにして５名様にプレゼントします。

【提供】株式会社 菅与   24-3298
※株式会社菅与ＨＰオンラインショップ（http：//www.sugayo.co.jp/)
で4,000円（送料・消費税込）で販売しています。

厳選した素材がぎっしり！

『短角牛レトルト商品詰め合わせ』



広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　今話題の食育。カロリー計算や農
業体験ばかりが食育ではないと、著
者は警鐘を鳴らします。食べること
の意味や日本古来の食事の在り方を、
まずは大人が認識することが、食育
の第一歩なのではないでしょうか。

『いのちと心のごはん学』
小泉武夫＝著／ＮＨＫ出版
『いのちと心のごはん学』
小泉武夫＝著／ＮＨＫ出版

  ねずみのオスカーは、お父さんを
手伝って食べ物探しや、春に生まれ
てくる赤ちゃんの準備に大忙しです。
ところが、一人で出かけたお父さん
が帰ってきません…。一家は春を迎
えることができるのでしょうか。

・３月２日（土）午前10時／平鹿
・３月９日（土）午前10時30分／十文字
・３月16日（土）午前10時30分／増田
・３月17日（日）午前10時30分／横手、雄物川、大森

３月のおはなし会　会場：各図書館３月のおはなし会　会場：各図書館

◆大人向け

◆こども向け

・現場女子／遠藤功
・夜９時からのほっこりごはん／市瀬悦子
・怒る！日本文化論-よその子供とよその大人の叱りかた-
　／パオロ・マッツァリーノ
・ウェブでの＜伝わる＞文章の書き方／岡本真
・ａｂさんご／黒田夏子
・捨て犬・未来 命のメッセージ／今西乃子
・ねむりひめ／荒井良二

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　２月13日に朝倉小学校
で、冬場の巨大地震発生
を想定した避難訓練が行
われ、取材にお邪魔しま
した。今回は、保護者の
皆さんにも参加していた
だき、児童の引渡しを行
うというもの。雪道とい
う道路事情がよくない中
での訓練でしたが、平日
にもかかわらず、保護者
の３分の２の方々が参加
されたとのことで、その
関心の高さがうかがい知
れました。東日本大震災
からもうすぐ２年。あの
日感じた恐怖を風化させ
ることなく、日ごろの備
えをしておきたいものと、
あらためて感じた日とな
りました。（あけみ）

あとがき
広報担当者のつぶやき

　お弁当や通園バックの作り方、社会人としてのマナー
など、新生活を応援する図書を各種取りそろえています。
入学・就職を機に、図書館の利用を始めませんか。

図書館デビューしませんか！図書館デビューしませんか！

　３月20日の春分の日は、横手・増田・平鹿・雄物川・
大森・十文字の各図書館が開館しています。
・開館時間／午前10時～午後６時

開館のお知らせ開館のお知らせ

『ねずみのオスカーと
　　　　　　 はるのおくりもの』
リリアン・ホーバン＝作
みはらいずみ＝訳／のら書店

『ねずみのオスカーと
　　　　　　 はるのおくりもの』
リリアン・ホーバン＝作
みはらいずみ＝訳／のら書店

横手図書館 ・・・・・・ 3月1・6・13日
増田図書館 ・・・・・・ 3月1・4・11・18日
平鹿図書館 ・・・・・・ 3月1・5・12・19日
雄物川図書館 ・・・・ 3月1・6・13日
大森図書館 ・・・・・・ 3月1・5・12・19日
十文字図書館 ・・・・ 3月1・6・13日
山内図書館 ・・・・・・ 3月2・3・9・10・16・17日
大雄図書館 ・・・・・・ 3月4・7・11・14・17・18日
雄物川郷土資料館　3月4・11・18日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 3月13日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 3月5・12・19日
えがおの丘 ・・・・・・ 3月4・11・18日
大森健康温泉 ・・・・ 3月4・11・18日
ゆとりおん大雄 ・・ 3月7日
健康の駅トレーニングセンター
　東  部 ・・・・・・・・ 3月6・13日
　西  部 ・・・・・・・・ 3月2・3・9・10・16～18日
  南  部 ・・・・・・・・ 3月2・3・9・10・16・17日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 3月4・11・18日
南部シルバーエリア　3月4・11・18日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　3月6・13日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　3月6・13日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　3月11日（月）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　3月5・12・19日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　3月7・14・21日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

春を待ちながら伝統漁を行う

たくみ

自然豊かな環境を守り、故郷の川から
受ける恩恵を後世に残したい。

さとう　まさひこ
昭和20年、旧館合村生まれ。稲作や西瓜を中心に農
業を営む傍ら、雄物川町薄井地区に事務所を置く県
南漁業協同組合の代表理事組合長を務める。四季を
通じて雄物川の自然に触れ、冬は伝統の『ためっこ
漁』を行っている。組合では、水質環境の維持に取
り組み、アユやコイの稚魚放流などを通じて、川を
大切にする地域の人たちとの交流を続けている。

佐藤 政彦さん（67歳・雄物川）

　
横
手
盆
地
を
北
へ
と
流
れ
る
自
然
豊
か
な
大
河
、雄
物
川
。

明
治
時
代
ま
で
は
、
米
や
農
産
物
な
ど
の
輸
送
が
行
わ
れ
た

舟
運
の
歴
史
を
持
つ
。
今
も
多
く
の
淡
水
魚
が
生
息
し
て
い

る
悠
久
の
流
れ
の
中
で
、
伝
統
の
『
た
め
っ
こ
漁
』
を
営
み

な
が
ら
、
川
を
見
守
り
続
け
る
匠
が
佐
藤
さ
ん
で
あ
る
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
父
親
と
一
緒
に
、
家
の
近
く
の
雄
物
川
で

釣
り
や
川
漁
に
親
し
ん
だ
。
高
校
を
卒
業
し
就
農
後
も
、
春

は
ウ
グ
イ
漁
、
夏
か
ら
秋
は
ア
ユ
釣
り
、
冬
の
た
め
っ
こ
漁

と
四
季
を
通
じ
て
川
に
足
を
運
ん
で
き
た
。
川
の
知
識
に
長

け
た
匠
は
今
、
雄
物
川
で
漁
を
営
む
組
合
員
約
６
２
０
人
の

県
南
漁
業
協
同
組
合
の
代
表
理
事
組
合
長
を
務
め
て
い
る
。

　
「
漁
業
協
同
組
合
は
、
川
魚
を
捕
る
だ
け
で
な
く
、
毎
年

ア
ユ
や
コ
イ
の
稚
魚
を
放
流
し
た
り
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
生
態
系
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。
川
の
汚
染
が
進
ん

だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、漁
協
の
取
り
組
み
や
下
水
道
の
整
備
、

環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
で
、
以
前
の
清
流
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
」
と
話
す
姿
は
、川
へ
の
愛
情
に
満
ち
て
い
る
。

　
「
た
め
っ
こ
漁
は
、
１
・
８
㍍
ほ
ど
の
柳
の
若
木
、
数
十

本
を
一
束
に
ま
と
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
12
月
中
旬
か
ら

川
の
緩
や
か
な
流
れ
の
と
こ
ろ
に
60
か
ら
80
束
を
沈
め
、
シ

ー
ト
で
覆
い
、
20
日
か
ら
１
カ
月
ほ
ど
期
間
を
お
く
。
網
を

ま
わ
し
、
仕
掛
け
を
引
き
上
げ
る
と
、
柳
の
若
木
で
寒
さ
を

し
の
い
で
い
た
ウ
グ
イ
や
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
な
ど
の
小
魚
が
捕
れ

る
。
３
月
上
旬
ま
で
漁
は
続
き
、
１
回
の
収
穫
量
は
お
よ
そ

30
㌔
に
な
る
」
と
冬
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
漁
を
説
明
し
、

「
昔
か
ら
伝
わ
る
塩
蒸
し
が
一
番
お
い
し
い
」
と
話
す
匠
。

で
き
あ
が
っ
た
一
品
は
『
ざ
っ
こ
蒸
し
』
と
呼
ば
れ
、
塩
味

が
独
特
の
風
味
を
醸
し
出
す
郷
土
料
理
で
あ
る
。

　
「
魚
が
網
に
入
っ
て
い
る
瞬
間
を
目
に
す
る
と
、
わ
く
わ

く
し
、
童
心
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
川
は
危
な
い
と
言

う
人
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
も
近
づ
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

安
心
し
て
川
に
親
し
ん
で
も
ら
う
機
会
を
作
る
こ
と
が
自
分

の
役
目
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
匠
は
、
雪
解
け
後
の
稚
魚

の
放
流
な
ど
、地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
に
思
い
を
は
せ
た
。

ためっこ漁継承者Vol.87
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火 19

水　6

木　7

火12

水13

金15

日17

  3/

月 18

日10

土　2

土　9

日　3

月　4
火　5

　法 相談予約受付開始3月13日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 十文字町幸福会館
各中学校卒業式　3月2日、9日　
市民医学講座　14：00～16：00、かまくら館
第10回環境講演会　14：00～16：00、増田ふれあいプラザ
　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、 
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　心 横手地域局

　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00

横手北中学校一般公開
　　～11日、10：00～15：00、詳しくは10ページ 
第15回『市民俳句大会』表彰式　10：00～、詳しくは12ページ
親子で楽しむオマチマンコンサート
　　10：30～11：30、横手市児童センター（Ｙ2ぷらざ２階）
林そよか＆林はるか『ピアノとチェロの二重奏コンサート』
　　13：00～、増田ふれあいプラザ
　急 市立横手病院（下田医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
宝くじ文化公演・前進座『夢千代日記』
　　14：00～、横手市民会館
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 増田地区多目的研修センター

防災ラジオ試験放送　11：45頃～（横手かまくらＦＭ）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668　
　心 大森コミュニティセンター
各小学校卒業式　～19日　
　心 十文字町幸福会館

木戸五郎兵衛神社初午祭り　
第１回『じゅうもんじ音楽祭』　
金沢中学校閉校式典　13：30～、同校体育館
よこいち。『発酵＆地酒フェス』　10：00～16：00、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（福嶋医師、妹尾医師※１）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　急 市立横手病院（齊藤医師）　32-5001

土16

金　8

金  1

木14

月11

水 20
春分の日

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ
Pick

 up
!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

法

法

心

心

行
行

急
急

法

児

心

心

心

税

人
心

心

心

心

急
急
児

法

法

心

行

急
急

急

児

市
報
よ
こ
て
　
№
178 [ 2013年（

平
成
25年
）３
月
１
日
号
 ]

　
発
行
／
横
手
市
 TEL：0182-35-2111（

代
）　
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
総
務
企
画
部
市
長
公
室
　
〒
013-8601 横

手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64号
　
TEL：0182-35-2162　

FAX：0182-33-6061　
　

3.1　3.203.1　3.20３月13日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ３月13日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ！！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※…今月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行 税

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３月３日（日）「シンデレラⅢ 戻された時計の針」     【74分】
３月10日（日）「ヒックとドラゴン」　　　　　　　　　【98分】
３月17日（日）劇場版ポケットモンスター ベスト ウィッシュ
　　　　　　「ビクティニと白き英雄レシラム」　　　【98分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

小・中学校卒業式日程
【中学校】
３月２日（土） 13：30～／横手清陵学院
３月９日（土）
　　10：00～／横手南、平鹿、十文字
　　13：30～／鳳、横手西、金沢、増田、
　　　　　　 横手明峰、山内
【小学校】
３月15日（金）
　　10：00～／栄、境町、黒川、浅舞、福地
　　13：30～／横手南、金沢、吉田、雄物川北、
　　　　　   大森、十文字第一、
　　　　　　 十文字第二、植田　
３月16日（土） 13：30～／増田
             14：00～／朝倉　　　　　   
３月18日（月） 13：30～／睦合
３月19日（火）
　　10：00～／醍醐、南（雄物川）、阿気、山内
    13：30～／旭、田根森
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　十文字出身のピアニスト・
泉谷地春さんや、ソプラノ
歌手の森朱美さんをゲスト
に迎え、第１回『じゅうもん
じ音楽祭』が行われます。
　十文字中学校吹奏楽部や
地元で活躍している方々も
出演し、素敵な演奏を皆さ
んにお届けします。
◆時  間／14：00開演
◆場  所／十文字文化センター
◆入場料／無料　※ただし整理券が必要です。
　十文字地域局、十文字文化センター、十文字
　西地区館、Ｙ2ぷらざで配布しています。
◆問合せ／十文字地域局地域振興課 　42-5111

 

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

第１回じゅうもんじ音楽祭
音楽の贈りもの

■３月17日（日）

　沼館地区にある木戸五郎
兵衛神社の例祭は、旧暦２
月の初午の日に行われるこ
とから『初午祭り』と呼ば
れています。
　威勢よくもみ合いながら、
次々と神社に恵比寿俵を奉
納し、商売繁盛や五穀豊穣
を祈願します。
◆日　程／７：00頃～ 町内練り歩き
　　　　　11：00頃～ 神社奉納（餅まきなど）
◆場　所／木戸五郎兵衛神社
◆問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793
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木戸五郎兵衛神社初午祭り
■３月17日（日）

はつ　うま

　２月14日のプレイベントに始まり、15・16
日と、横手の小正月行事『かまくら』が行わ
れました。
　かまくらの中では、子どもたちが道行く人
に「入ってたんせ～！」と元気な声で呼びか
け、ふっくらと焼いたお餅や温かい甘酒を振
る舞ってお客様をおもてなししました。

かまくらに入ってたんせ～
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